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1　は　じ　め　に

土壌調査において，検土杖による調査は，試抗断面調査

の補足．例えば試抗に当たり断面の広がりを確認するた

めのものとみられている。確かに検土杖による個々の断面

情報は非常に限られている。しかし．検土杖調査は，その

手軽さを生かして数多くのデータを組み合せれば，土壌を

画的，かつ立体的に見る上で，点的でまた労力を要する試

坑調査よりはるかに有効なものである。そこで，調査現場

において検土丈による断面情報のできる限り多くを簡便に，

かつ，迅速に記載する方法を打ちだしてみた。更にこの記

載法を豊里町における土壌調査に実掛こ応用した例につい

て報告する。

2　記　載　方　法

調査結果の記載に当たっては次の方法によった。

川　居の区分，土壌の分類は土壌保全町，施肥改善1）の

方式に従い，言己号もこれらの方式にできる限り共通させる。

t2）項目の記載は，コンピューターの処理のやりやすさ

を考えて，アルファベット1文字とし，水準，大小は数字

添字で表す方式にした。ただし項目を日本名の頭カナ文字

で表すと覚えやすいので，両者が共用できるようにした。

桝　記載用紙は，繰り返しの省略，記載の連結ができ，

土壌を連続体として捉えて簡熟こ分類，要約ができるよう

に工夫した。

1）記載記号

層記載の項目記号の一覧を表1に示した。検土杖調査に

使用するのはおおむねlから10までの記号である。その他

は試坑調査への活用を考えて入れた。

含量，強度及び土性に関しては項目記号に添えた数字で

表した（表2）。1を有り／弱，2を含む／中，3を富む

／強として数字と区分を対応させた。ただし，区分の判定

は土壌保全の方式に従うこととした。0．5の区分はそれ

ぞれ全く認められないとか，はとんど100％に近いとかを

表現するのに用いる。

斑紋，結核，孔隙，構造等の大きさの記号については衷

3に示した。これらは項目記号の添字として括弧にいれて

示すことにする。区分の判定は土壌保全方式に従うことと

する。

断面の簡易記載における難問は土色である。現行の農地

土壌の分類が土色による層区分に重きを置いている以上，

色の記載は正確にしなければならないが．調査者の感覚は

噴味なものである。マンセル土色帖とつき合わせてその記

載記号を記し，土色区分を行うよりしかたがない。区分の

終った土色の記載記号は表4に示した。

蓑t　層記載項目記号

項　　　 目 記　 号 由　　　　 来

1 ） 泥　　 炭 P ，ス P e a t ， ス クモ

2 ） 黒　　 泥 M ， コ M u ck ， コ ク デ イ

3 ）　 グ　 ラ　 イ G ， グ G ley ， グ ライ

4 ）　　 礫 R ． レ R o ck ， レキ

5 ） 土　　 性 T ， ド T ex tu re ， ドセ イ

6 ） 斑　　 紋 D ，テ D ep o sit ， テ ツ

7 ） 結　　 核 N ，マ N o d u le ， マ ンガ ン

8 ） 土　　 色 C ， イ C o lo r ， イ ロ

9 ） 腐　　 植 H ， フ H u m u s ， フ シ ョク

10 ） 湿　　 り W ， シ W et ， シメ リ

11 ） ち　 密 度 Q ，チ 一　 一 ， チ ミツ ド

12 ）　　 棍 Y ， ネ ‾　 ▼ ， ネ

蓑2　含鼻，強度，土の粘質を示す添え字記号

記号 含 量 ， 強 度 土　　　 性 湿 り

5 ほ とん ど，極 強 重 埴 土 （H C ） 極 湿

4 頗る富む （ 強 ） 強 粘 質 （V F ） 過 湿

3 富　　 む （強 ） 枯　　 質 （ F ） 湿

2 含　　 む （ 中 ） 壌　　 質 （M e ） 半 湿

1 有　　 り （ 弱 ） 砂　　 質 （C o ） 乾

0 無　　 し （極弱 ） 砂　 （ S ） 極 乾

表3　大きさの添字

言己　　　　　　 号 大　　 き　　 さ

（T L ）， （キキ ） 極　 大 ，　 巨　 大

（L L ）， （ キ ） す こぶ る大 ． 巨

（ L ）， （ ダ ） 大
（ M ）， （ チ ） 中
（ S ）， （ シ ） 小
（S S ）， （ サ ） 細
（ F ）， （ ビ ） 微 微　　　 細 細
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蓑4　土色区分記号

記　　　　　 ち 色

C B K ，　 イコク 黒 ，　 黒　 褐

C B L ，　 イアオ 青　　　　　 灰

C G R ，　 イハ イ 灰　　　　　 色
C G B ，　 イハカ 灰　　 褐　　 色
C Y B ，　 イオカ 黄　　 褐　　 色

C Y L ，　 イオ ウ 黄　　　　　 色

C R B ，　 イセカ 赤　　 褐　　 色

C D R ，　 イアセ 暗　　 赤　　 色

C R D ，　 イセキ 赤　　　　　 色

2）層の分類における記載情報の役割

層の中における不均一性．相互介在性の関係を示す上で

記載記号がどの様に使われるかを示したのが表Sである。

添字4，すなわちP4．M4，G4，R4，又はそれ以上

はそれぞれ泥炭層，グライ層，礫層と判定されることにな

る。添字が省略された場合は4と見なす。尾花については，

P3．P2と併在した場合はM4，その他の場合はM5以

上で黒泥層とする。鉱質層に泥炭が介在し全体の腐植含量

が10％を越すような層を黒泥層と定義する場合もある。こ

のように添え数字3以下の記載情報が重要であることは理

解できよう。

表5　層の中の分布に関する記載

分　　 布 泥炭記号 黒泥記号 クライ記号 礫 記号
（％） （％） （％） （％）

は　ば 完　全 P 5 〉80 M 5 〉80 G S 〉90 R 5 〉50
すこぶる富む P 4 〉50 M 4 〉50 G 4 〉60 R 4 〉20
昌　　　　 む P 3 〉30 M 3 〉30 G 3 〉30 R 3 〉10
含　　　　 む P 2 M 2 G 2 R 2 〉　5
有　　　　 り P l M l G l R l
無　　　　 し P O M O G O R O

3）その他の記載言己号

検土杖調査においては検土丈が途中までしか入らない

場合があるが，この位置をⅩで示し，推定される下層の状

態を，剖L）3？，すなわち．大礫富む？等と記しておけば

後の参考になる。耕地土壌においては作土の深さが重要な

ので，＞で示すこととし，また，耕起されている場合を用

で区別するとよい。

3　妃載様式一豊里町における記載事例一

調査現場において用いた調査野帳を図1に示した。左の

空欄に地点番号，又は地名を記し，右の空欄に土壌分類を

書き込めるようにした。記載は槙柱状図の様式で各地点に

つき2行を用い，1行目には層界の深さを．2行目には層

に分けて記載記号を記入する。柱状図の右端には心土の色．

土佐を記入する柵があり，この記載を基準キーにして，分

類を容易に進めることができる。

この記載様式による簡便化は次のとおりである。全層が

け　　　 2 l　　 】1

M P P

2 1　 】0　 】l　　　　 H

1 0 Y li M M
】O Y 7 ．／】

H C
M

】5　　　 2 1 2 1　　　　　　　　　 1 0

川 Y R　 り M
川 Y T／ l

H C
M

日　　　　 2 1　　　　 日

1 0 Y lり ／l 川 Y R 】／1 1 0 Y 2 ／】 G P

H l： T J D J ． H C　　 I T l

図1検土杖調査記載様式の例
（蝉印は灰白色火山灰を示す）

同じ色，土性を持つ場合は心土の欄にのみ記載して，層別

の記載を省略する。同じような土壌断面が再度現れた場合

はその番号を記す。層界の深さを記す欄に隣接地点との層

界の連絡を示して，層の記載の繰り返しを省略できる。

4　妃載データの解析例

宮城県豊里町一帯は日出LUlL迫川の合流地点にあって，

低湿水田土壌が広く分布するところである。その中でも泥

炭，黒泥土壌の分布が著しい赤生津地区の100地点の検土

杖調査について．泥炭層，男泥層．灰白眉の深さ，厚さに

関する回帰分析を行ってみたのが図2である。灰自層は宮
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泥炭層の出現深さ（膚）

図2　泥炭層の出現位置と灰白眉の深さ
及び黒泥届の厚さとの関係

城県の黒泥泥炭層に広く爽在する灰白色・壌質層で，A．

D．800－900年前に降った火山灰とされている叫。この

園から灰白眉の深さは泥炭層の出現位置と相関が著しく高

く，灰白眉は泥炭層の上に乗った状態で存在することがわ

かる。また，黒泥層の厚さは泥炭の出現位置が低いほど厚

い傾向にある。以上のことから，当地区の土壌は灰白眉を

挟んで，その上部は泥炭の黒泥化が進み，下部では泥炭層

のままで残っている特徴があることが分かる。
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